


















のアクセントの高低を生かして作曲されることが多いことから、残されている譜によって作曲当時のアクセントを知ることができる。これまで、 『四座講式』 『補忘記』などの声明類や「平 譜本」 「義太夫節浄瑠璃譜本」など語り物の譜が、鎌倉時代から江戸時代までの京都や大坂のアクセント資料として使われてきた。　
東京文化財研究所無形文化遺産部第十回公開学術講座「邦楽の旋律とア






















































































は考察の対象としないが、大きく語類のアクセントと外れる場合などについて 一部とりあげて説明する。なお、 アクセントの典拠資料の略称は『索引篇』に従う。典拠資料がアクセント体系変化の前後どちらのアクセントを反映するものかについては、 『研究篇』で確認されたい。　
ここでアクセントの推定の対象となる は、主に多拍の複合語である。















































でき、体系変化により、ＨＨＬＬＬＬあるいはＨＨＨＬＬＬになったと推定される。禅竹の胡麻章は「心つくし」 《×ＤＳ×》は「つ」で下がることを示す。喜勝の胡麻章「こゝろつくし」 《ＳＳＳ ＳＳ》も「つ」に下げ胡麻が付され、ともにここで下降するＨＨＨＬＬＬのアクセントと一致する。語類と語構成から推定したうちのＬＬＬ ∨ＨＨＨＬＬＬの変化後のものと一致 ることになる。　
「秋風」
は、 『近松』と現代京都アクセントがＬＨＬＬであるが、喜勝の



























































にはＨＨＨ『和名．袖中』 、ＨＨＬ『袖中』の例があり、高起式 一類か二類の可能性がある。この語構成では 「 さがしは （朝柏） 」 『古今．袖中』 、 「あしがなへ（足鼎） 」 『和名．名義．浄拾』 、 「かはごろも（皮衣・裘） 」 『和名．名義．字鏡』 、 「くそかづら（細子草（植物名） ） 」 『和名』 「はなざかり（花盛） 」 『古今．浄拾』 、 「みみぐさり（耳鎖） 」 『和 ．名義 もとかしは 本柏） 」 『古今』 、 「やまあざみ（山薊・大薊（植物名 ） 」 『和名』 、 「やま しは（猪

















































この構成の複合語はアクセント体系変化前にＬＬＬＬで、体系変化によりＨＨＨＬとなる例が多い。しかし、 「草」を下部成素に持つ語については「つきくさ（月草・鴨頭草） 」 「ももくさ（百 ） 」 「やまくさ（狼毒（植物名） ） 」などＬＬＨＬからＨＬＬＬへの変化を経ると考えられ、 恋草」もアクセント体系変化後に ＬＬになったと推定され 。　
禅竹の胡麻章 「こひ」 の左に 《ＵＤ》 「草」 の右に 《ＤＵ》 の胡麻 《ＵＤＤＵ》




























は、 「いや」 『人紀・古今・大観』ＨＨで、 「増し」が一類











































43「よしな と《ＤＳＤＳ 》 」喜勝
　
「よしなし」
も前稿で取り上げたが、 禅竹自筆本は 「よしなし」 《ＤＤＤＦ》

































































































１類 柄・蚊・子・瀬・血・戸 Ｈ（Ｈ） Ｈ（Ｈ） Ｈ（Ｈ）
１拍 ２類 名・葉・日・藻 Ｆ（Ｌ） Ｆ（Ｌ） Ｆ（Ｌ）・Ｈ（Ｌ）
３類 絵・木・酢・手・荷・根・火・輪 Ｒ（Ｈ） Ｒ（Ｈ） Ｒ（Ｈ）・Ｌ（Ｈ） Ｈ（Ｌ） Ｈ（Ｌ）
１類 飴・梅・顔・柿・風・里・末・庭・鼻 ＨＨ（Ｈ） ＨＨ（Ｈ） ＨＨ（Ｈ） ＬＨ（Ｈ） ＬＨ（Ｈ）
２類 歌・紙・川・橋・冬・村 ＨＬ（Ｌ）
３類 足・浦・髪・草・潮・花・腹・山・夢・海士× ＬＬ（Ｌ）
４類 糸・海・肩・錐・空・中・箸・船 ＬＨ（Ｈ） ＬＨ（Ｈ） ＬＨ・ＬＬ（Ｈ）





７類 蚕・兜・便・椿・病 ＬＨＬ（Ｌ） ＬＨＬ（Ｌ） ＬＨＬ（Ｌ） ＨＬＬ（Ｌ）
６類 鰻・狐・雀・鼠・雲雀 ＬＨＨ（Ｈ） ＬＨＨ（Ｈ） ＬＬＨ（Ｈ） ＨＬＬ（Ｌ）









３類 歩く・隠す ＬＨＨ ＬＨＨ
１類 赤い・甘い・薄い・軽い・重い ＨＨＦ ＨＨＬ ＬＨＨ ＬＨＨ
２類 痛い・高い・悪い・細い・青い ＬＬＦ ＨＬＬ ＬＨＬ ＬＨＬ
ＨＬ（Ｌ）
３拍



























Assumption regarding Accent in the Noh Chant “Matsukaze”
 in the Muromachi Era
Sakamoto  Kiyoe
　　It is said that the traditional music of Japan reflects the accent in Japanese which is realized by 
pitch. Research until now has shown that the scores of such genres of music as shomyo (Buddhist 
sutra music), heikyoku (chanting of the Tale of Heike played to the accompaniment of heike biwa), 
and gidayubushi (narrative accompanied by a shamisen in bunraku puppet theater) reflect the 
accent used at the time of their composition.
　　The purpose of the present paper is to show, using the noh chant “Matsukaze” as an example, 
how noh chants of the Muromachi era are used to investigate the accent system of Kyoto in the 
same period. The paper will also explain how accent is assumed for words lacking descriptive 
evidence by extrapolating from their structure and their accentual classes. By comparing the goma 
marks for “Matsukaze” in Go-on san-gyoku shu, a text on noh chants by KOMPARU Zenchiku, and 
those by KOMPARU Yoshikatsu, this paper attempts to clarify how goma marks found in books of 
noh chants for the Muromachi era reflect the accent of the time.
